





































































僚 C である。B は活動当初からの常連メンバー




































































































































































































































































































































































A と B から学んだのである。それがこの会の
もうひとつの魅力であったことを私は再認識し
たのだ。 
私にとって、ホスピタリティとケアの修練は、
かくも険しい道のりなのである。 
大谷通高（おおたにみちたか） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
